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1-1.起業促進の意義





図表1-1本論文で主張したいこと








目標達成のための手段





起業の促進





・雇用の増加


・イノベーション促進


・競争促進





最終的な目標





日本経済の活性化





起業数の増加により…


　・雇用増加


　　→企業・事業所の絶対数が増えることにより、雇用数の増加が見込まれる。


　・イノベーションの促進


　　→清成・中村・平尾らの定義によると、ベンチャービジネスとは


　　　「研究開発集約的、またはデザイン開発集約的な能力発揮型の創造的新規開業企業」


　　　ベンチャービジネス数の増加により、イノベーションが促進される。


　・競争の促進


　　→多数のベンチャービジネスの台頭により、大企業をも巻き込んだ競争が起こることが期待される。








日本経済活性化のために、起業を促進することは重要であるといえる





1-2.起業の現状





図表１-2　起業率の国際比較





図表 1-3世界各国の起業活動率





















































世界の中でも日本は


起業活動が活発でない！





図表1-4 開廃業率





政府の支援により開業率が廃業率を上回るものの、近年の経済状況や市場環境の悪化により、低迷している！





2009年の起業率は1.5％（6600万の総労働人口のうち1.5％起業家がいるだけ）、IPOを果たした企業も19社と低迷！





どういったフィールドで起業しているのか？





図表1-5　業種別開廃業率





近年、起業率が高いフィールドは「情報通信業」、「医療、福祉」、「教育、学習支援業」！





図表1-6











一般に労働者保護が強く、解雇しにいくい国ほど、起業の活動は低迷する。








日本は比較的解雇しやすい傾向にあるが、その割には起業が活発でないことがわかる。














図表1-7　起業してからの一般的な時間経過と規模


































































































シード～アーリーステージの企業が含有する主なリスク


・開業資金を用意できるか


・市場に受容されるか


・経営資源を入手できるか


・個人の負債に耐えられるか


・市場に参入できるか


・運転資金を確保できるか


・事業機会を入手できるか


etc.












































1-3.新興企業の成長段階





Later Stage





Scale





Time





Start-up





Early Stage





Expansion





Seed





論文ではこの範囲の成長過程について論じる予定





ベンチャーの５つの成長段階


シード期


・・・事業コンセプトの構想、会社設立の準備段階であり、調査、研究、製品開発等を行っている時期


スタートアップ期


・・・会社の設立段階であり、事業を開始しようとしている段階。事業コンセプトに基づいた製品を開発、初期マーケティングのための資金を調達する。また、事業が軌道に乗るまでの時期


アーリーステージ


・・・研究及び製品開発、初期のマーケティング、製品及び販売活動を開始しつつある段階。利益を生み出しているかは問わない


拡張期


・・・企業が成長・拡大しており、利益が増大する段階。売上高が損益分岐点を超え、単年度損益も黒字に


　レイターステージ


・・・成長、拡大が継続した発展段階。累積損失も解消され、フリーキャッシュフローも黒字に











図表1-8「死の谷」


�


初期投資を行っても売り上げが出ないという、CFのギャップ。


一方的なCFの流出により資金枯渇に陥り、資金繰りがつかずに倒産せざるを得ない場合がある。これが死の谷であり、アーリーステージにおいて発生するケースが多い。





これらのリスクを緩和することが、起業を促進するにあたり必要であると言える。















































































































































具体的な業務


①株式や新株予約権付き社債の引き受け


②経営相談


③ビジネスマッチング


④株式上場支援


⑤セミナー情報提供(無料で開催)





※資本金の額が3億円以下の株式会社を設立しようとする者対象

















ベンチャーキャピタルの先駆者として中小企業・ベンチャー企業の自己資本の充実と、健全な成長を支援するために設立された政策実施機関


初めは政府の資金援助を受けていたが、今は民間として独立中。


(1986年から「特殊会社」)


ただ中小機構など政府系組織との連携は厚い。東京名古屋大阪の３社。
























































以上の２つは、大きなメリットがあるにもかかわらず、現状あまり使われていない。


インキュベーション施設もほとんど全て空室有りだった。


⇒今後問題点をもう少し洗い出し、利用の促進を考える。








3－2.　　準公的機関(中小企業投資育成株式会社)





図表3-3投資実績





他のベンチャーキャピタルの違い


投資育成会社の投資先は名前の通り「育成」を重視。株式公開企業だけでなく、様々な業種、ステージの企業約2,000社で構成され、2,000社の中から貴社のステージ、ニーズに合致した企業とのマッチングが可能。これは、株式公開のみを志向した一般のベンチャーキャピタルと大きく違う！！





3-2.　準公的機関（米国ＳＢＩCプログラム）





1950年から2002年にかけて行われた米国のＳＢＡ（中小企業庁）のローン証券化スキーム






































＊メリット＊


・  民間投資家を呼び込める！


シード期のベンチャーの資金調達手段になりえる！





図表3-5






















































































図表3-4 SBICの純利益率





着実に成果をあげており、ベンチャー企業育成の面から、米国経済にとって十分寄与したといえる





現在、ITバブル崩壊や金融危機で損失を被り、この制度自体の存続が危ぶまれている。しかし、この制度によってＡｐｐｌｅやＩｎｔｅｌなどの大手企業が輩出されたことは大いに意義があるといえる





こんなことができたらいいなぁ＼(^Ｏ^)／





図表3-5





証券化！













































































